
　

川
崎
市
多
摩
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
開
催
し
て
い
る
「
認
知
症
介
護
教
室
」

の
受
講
メ
ン
バ
ー
十
二
名
の
方
が
、
こ

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
の

金
田
由
美
子
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
「
こ

だ
わ
り
の
入
浴
セ
ミ
ナ
ー
」
が
来
年

一
月
十
六
日
（
日
））
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
セ
ミ
ナ
ー
は
、

二
十
年
来
、
現
場
で
の
経
験
を
も
と

に
確
立
し
た
金
田
セ
ン
タ
ー
長
の
「
入

浴
ケ
ア
」
の
技
術
と
理
論
を
、
セ
ン

タ
ー
長
自
ら
参
加
者
に
伝
授
す
る
「
実

学
」
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
檜
浴
槽
に
お
湯
を

張
り
、
お
互
い
に
モ
デ
ル
に
な
り
な

が
ら
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
式
ケ
ア
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
受
講
申
し
込

み
は
、
在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生

田
ま
で
、
電
話
〇
四
四
・
九
五
五
・

一
七
一
一
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
〇
四
四
・

九
五
五
・
一
七
二
二
。

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
で
は
、

十
一
月
一
日
よ
り
短
時
間
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
新
た
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

定
員
は
四
名
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
は
、

午
前
時
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま

で
で
す
。

　

退
院
さ
れ
た
ば
か
り
で
終
日
デ
イ
を

利
用
す
る
ま
で
に
は
体
力
が
回
復
さ
れ

　
「
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
看
護

師
の
役
割
」
の
著
者
と
し
て
知
ら

時間の短いデイサービス

十
一
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

生
き
活
き
暮
ら
す
「
初
め
の
一
歩
」
に

て
い
な
い
、
方
や
主
に
入
浴
を
目
的
と

さ
れ
る
方
、
初
め
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
、
大
勢
の
中
で
過
ご
す

の
が
苦
手
な
方
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

　

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
と
に
か
く
出

か
け
る
」き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
。“

短

時
間
デ
イ
は
、
生
き
活
き
暮
ら
す
た
め

の
「
は
じ
め
の
一
歩
」
で
す
。

い
し
く
食
べ
る
」「
ぐ
っ
す
り
眠

る
」「
す
っ
き
り
排
泄
」「
ゆ
っ
た

り
お
風
呂
に
入
る
」
と
い
っ
た
ケ

ア
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
介
護
教
室
の
方
々
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

前
手
す
り
の
つ
い
た
ト
イ
レ
、
高
さ
が

三
種
類
に
分
か
れ
て
い
る
椅
子
や
テ
ー

ブ
ル
な
ど
、
身
体
機
能
を
引
き
出
す
設

備
と
ケ
ア
の
あ
り
方
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の

説
明
を
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

こだわりの
入浴
セミナー

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
新
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
日
々
実
践
し
て
い
る
、「
お

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
資
料

請
求
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
電
話
〇
四

四
・
九
五
五
・
一
七
一
一
。

の
ほ
ど
当
セ
ン
タ
ー
の
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

実
際
に
在
宅
で
認
知
症
の
お
年
寄
り

を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
は
、
機

械
に
頼
ら
な
い
檜
づ
く
り
の
お
風
呂
や
、

　来年 1月 16 日（日）　受講者募集中

「普通のお風呂」に「普通に入る」
当センターの檜浴槽で

「理論」と「技術」を体験する

「
人
が
人
ら
し
く
あ
る
介
護
と
は
」

体
験
か
ら
「
現
場
力
」
を
学
ぶ

介護と看護の
視 点 か ら

れ
る
鳥
海
房
枝
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー

が
、一
〇
月
十
七
日
、在
宅
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
生
田
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
現

役
の
看
護
師
や
介
護
職
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
鳥
海
さ
ん

は
長
年
、
東
京
都
北
区
の
保
健

師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
後
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
副
施
設

長
を
十
年
ほ
ど
勤
め
て
き
た
介

護
界
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
病
院
で
寝

た
き
り
と
な
り
重
度
の
床
ず
れ

や
こ
う
縮
と
な
っ
て
特
養
に
入

所
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
ケ
ア

の
実
践
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド

を
通
し
て
、
看
護
と
介
護
の
視

点
か
ら
「
最
期
ま
で
人
が
人
ら

し
く
あ
る
た
め
の
ケ
ア
」
を
力

説
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
鳥

海
さ
ん
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
直
言

に
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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介護現場での

経験を語る鳥

海房枝さん。

▲

新パンフ
完成

しました
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